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「商店街サポートアイデア協働事業」応募申請書 

 

団 体 名 日本将棋連盟中国銀行支部 

 

活用区分 

※希望する型に〇を 

けてください 

①空き店舗等お試し出店型 ・ ②販売促進イベント実施型 

③集客イベント実施型   ・  ④ハレノワ型 

応募目的 

藤井聡太七冠や菅井竜也八段の活躍で、地元公民館での「親子将棋教室」は

大盛況です。しかし、街角の「将棋道場」（「将棋サロン」など名称は様々で

す）は苦戦。東京の老舗将棋道場が閉鎖されるなど、消滅の危機にあります。 

かつて、どの街にもあった「将棋が指せる場」を岡山市中心部にて復活させ、

「賑わい」面で地域に貢献したいと考えています。 

「棋は対話なり」は故・大山康晴名人が好んだ言葉です。将棋の対局に言葉

は要りません。しかし、対局者どうしのコミュニケーションが可能という特

質があります。老若男女、国籍が異なる相手でも、誰とでも対局を楽しむこ

とが可能です。そうした将棋の楽しさを、多くの方に体感していただきたい

と思っています。 

 

アイデアのタイトル ミニ将棋道場 in 商店街 

ア
イ
デ
ア
の
内
容 

概要 

商店街の一角で「ミニ将棋道場」と「縁台将棋コーナー」を開設（マッチン

グの状況によってどちらか一方のみの開設も可）。藤井聡太七冠や菅井竜也八

段の活躍で、地元公民館での将棋教室では大勢の親子連れで賑わっており、

多世代交流の場が実現しています。この賑わいを商店街での集客に活かして

いただければと思っています。 

実施時期・期間 
令和５年９月～11 月の１日（土日祝）。時間帯は要相談（柔軟に対応いたしま

す）。 
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具体的な 

実施内容 

「空き店舗」の活用と「賑わいの創出」という２つの課題解決に対応するイ

ベントになると思います。「空き店舗」内のスペースはミニ将棋道場として

活用することで多世代交流型の将棋対局が楽しめる場とすることが可能で

す。ゲストとしてプロ棋士（または女流棋士）の招聘も検討しています。

また、商店街路上に「縁台将棋コーナー」を設けることで、通行客の方に

も楽しい雰囲気を伝えることが可能になります。縁台将棋コーナーをみて、

久しぶりに対局をしてみようと思われる方、この機会に将棋のルールを知

りたいと思われる方等々、懇切丁寧に応対いたします。 

事業効果 

 

「空き店舗」等の一部を「将棋が指せる場」とすることで、そこに小さな賑

わいが生まれます。賑わいが生まれると、その周辺には新たな店舗を立地し

ようと考える起業家の方が現れる可能性が出てきます。こうした「呼び水」

的な効果が「将棋」には期待できるのではないかと思います。コアな将棋フ

ァンだけでなく、ビギナー層を対象にすることで、親子連れなど、老若男女、

幅広い層の集客（多世代交流）が期待できると思います。 
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収支予算 

●収入 

項目 金額（円） 備考 

市補助金申請額 150,000  

自己負担   

その他   

合計 150,000  

●支出 

項目 金額（円） 経費詳細 

人件費   

報償費 15,000 運営・設営（5 人分） 

旅費   

消耗品費   

印刷製本費   

役務費   

通信運搬費 5,500 駐車場料金（5 人分） 

委託料   

使用料・賃借料 129,500 空店舗・備品使用料 

合計 150,000  
 

実施希望エリア 

☑表町(上之町、中之町、下之町、栄町、南部、千日前、西大寺町、新西大寺町) 

☑岡山駅前 □奉還町 □その他（         ） 

●空き店舗等お試し出店型の場合 

実施希望の空き店舗住所（                      ） 

 

その他特記事項（電源設備が必要など実施場所に対する条件） 

トイレ、エアコンあり。また、縁台将棋用に路面使用が可能なこと。 

商店会への要望 

盤駒は当方にてご用意いたしますが、机・イス類はお貸しいただけるとあ

りがたいです。空き店舗等はできるだけ安価にてお願いします（一応、市

補助金の上限近い金額を使用料・賃借料に計上しておりますので、その範

囲内でご検討ください）。 

 


